
                      

 

             

                                    

                                    

                                    

第221号 

平成30年8月1日 

宇都宮市立 

中央図書館 

東図書館 

南図書館 

上河内図書館 

河内図書館 

第

号
の
主
な
記
事 

１
面 

南
と
し
ょ
か
ん
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
読
書
生
活 

２
面 

南
と
し
ょ
か
ん
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
し
ら
さ
ぎ
荘
訪
問
・ 

Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
を
ご
存
知
で
す
か 

３
面 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
あ
れ
こ
れ
・
調
べ
方
の
ツ
ボ 

４
面 

し
せ
つ
め
ぐ
り
：
第
９
回 

宇
都
宮
駐
屯
地
防
衛
資
料
館 

岡本西小学校校長 

宇賀神 玲子 

私
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
、「
刑
務
所
跡
地
に

市
立
図
書
館
が
で
き
る
そ
う
だ
よ
。」
そ
ん
な

話
が
大
人
た
ち
の
間
で
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
は
近
所
に
図
書
館
は
無
く
、
小
学

校
の
「
図
書
室
」
が
自
由
に
本
を
読
め
る
唯
一

の
場
所
で
し
た
。 

 
 

そ
こ
で
私
は
、「
シ
ー
ト
ン
動
物
記
」
に
出

会
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
本
の
中
で
、
野
生
と

し
て
生
き
抜
く
動
物
た
ち
か
ら
、
人
と
し
て
生

き
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
を
様
々
教
わ
り

ま
し
た
。 

成
人
を
迎
え
た
頃
、
立
派
な
図
書
館
が
完

成
。
初
め
て
利
用
し
た
日
の
感
動
は
そ
の
ま
ま

に
、
学
生
と
し
て
、
教
員
と
し
て
、
母
と
し
て
、

目
指
す
書
架
は
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

以
来
、
年
月
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
も
図
書

館
に
行
く
と
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
に
足
を
運
び
、

子
供
の
頃
に
読
ん
だ
懐
か
し
い
本
を
つ
い
手

に
取
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま
す
。「
シ
ー
ト
ン

動
物
記
」
も
そ
の
一
つ
。 

私
に
と
っ
て
図
書
館
は
、
本
を
通
し
て
過
去

と
今
と
未
来
を
つ
な
い
で
く
れ
る
す
て
き
な

場
所
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
と
っ

て
、
本
を
通
し
て
つ
な
が
る
世
界
が
、
自
由
で

温
か
い
場
所
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

図
書
館
の
思
い
出 

 

 

南としょかん 

子どもフェスティバル 
平成30年5月20日(日) 

開催 

↑赤ちゃんから楽しめる音楽会 

↑サザンクロスホールで行われたおりがみ教室 

↑みなみちゃんとミヤリーも 

来てくれました！ 

 



物
語
の
場
面
が
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影

さ
れ
る
と
、
皆
さ
ん
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

ご
覧
に
な
り
、
時
に
は
笑
い
の
起
こ
る
場
面

も
あ
る
な
ど
、
楽
し
く
お
話
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

           

                         

                         

  

 

                                    

                                    

 

編
集
会
議
の
中

で
、
各
号
の
テ
ー
マ

を
決
め
、
そ
の
テ
ー

マ
に
合
わ
せ
て
形
に

し
て
い
く
の
が
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。
今

年
は
15

名
の
編
集

委
員
が
、
最
新
号
の

発
行
に
向
け
、
現
在
、

編
集
会
議
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

写
真
は
先
日
の
編
集

会
議
の
様
子
で
す
。 

 

「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」
は
、
高
校
生
の
た
め

の
読
書
情
報
誌
で
す
。
そ
の
編
集
を
手
掛
け
て
い

る
の
は
、
現
役
の
高
校
生
た
ち
で
す
。
平
成
20
年

か
ら
毎
年
発
行
を
続
け
て
お
り
、
今
年
で
第
10

号
と
な
り
ま
す
。 

 

図
書
館
で
は
、
高
校
生
か
ら
編
集
委
員
を
募

り
、
高
校
生
と
協
働
し
て
「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
同
世
代
に

お
す
す
め
し
た
い
本
の
紹
介
の
ほ
か
、
高
校
生
が

描
い
た
イ
ラ
ス
ト
も
豊
富
に
盛
り
込
ん
で
あ
り

ま
す
。 

南としょかん 

子どもフェスティバル 
平成30年5月20日(日) 

■
図
書
館
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー 

 

本
の
広
場
内
に
あ
る
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
、
ヒ

ン
ト
を
も
と
に
、
ク
イ
ズ
に
答
え
る
南
図
書
館

恒
例
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
。今
回
も

人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ク
イ
ズ
を
一
部
、
紹
介
し
ま
す
の
で
、
当
日

参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
、
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
！ 

 

■
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル 

 

毎
週
日
曜
日
の
お
は
な
し
会
を
今
回
は
午
前
と

午
後
各
2
回
開
催
し
ま
し
た
。 

 

午
前
の
部 

第
１
部 

 

1
・
2
歳
向
け 

第
２
部 

 

手
話
つ
き 

(

小
さ
い
子
～
小
学
校
低
学
年) 

午
後
の
部 

第
１
部 

 

小
さ
い
子
向
け 

第
２
部 

 

小
学
生
向
け 

 

「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

ミ

ヤ

テ

ィ

ー

ン

」
を 

ご
存
知
で
す
か 

 

おはなし会で読んだ本(抜粋) 

 

『くりんくりんごーごー』 

  佐々木マキ・作 福音館書店 

『おやすみ みみずく』 

 ハッチンス・作 偕成社 

『いっこ さんこ』 

 及川賢治・作 文溪堂 

 

5月２０日は「森林の日」。 

森や木が出てくる本についてのクイズを

出しました。 

 

ぐりとぐらは遠足に出かけました。毛糸を

たどって森の向こうの家に着きました。 

この家は誰の家？ 

（「ぐりとぐらのえんそく」 

 なかがわりえこ/文 福音館書店より） 

 

(ア)くま (イ)きつね (ウ)カバ 

正解は、編集後記をご覧ください。 

 平成30年5月20日(日)、南としょか

ん子どもフェスティバルを開催しました。

お天気にも恵まれ、約6500人というた

くさんの方々にご来館いただきました。 

イベントの一部を紹介します。 

河
内
図
書
館
で
は
、
6
月
15

日
（
金
）
に
介
護
老
人
保
健
施
設

「
し
ら
さ
ぎ
荘
」
へ
訪
問
し
、
お

は
な
し
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

大
型
紙
芝
居
や
落
語
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、「
茶
摘
み
」
と
「
鉄

道
唱
歌
」
の
歌
と
手
遊
び
を
、
皆

さ
ん
と
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
活
動
は
、
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま

す
が
、
毎
年
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
今
年
は

約
70
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
も
河
内
図
書
館
で
は
、
地
域
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
の
き
っ
か
け
作
り
に
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

↑ 会場の後ろからでもご覧いただ

けるよう、施設のご厚意でスクリーン

をお借りしました。 

しらさぎ荘訪問 

クイズラリー（問題例） 

編
集
委
員
の
募
集
は
、
毎
年
６
月
上
旬
頃
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
編
集
会
議
は
７
～
８

月
頃
に
４
回
程
度
、
中
央
図
書
館
で
開
催
し
ま

す
。 

 
↑第９号のテーマは

「ミヤティーンスク

ール」です。 



                                    

                                    

                                    

                 
 

リ
サ
イ
ク
ル
市
の
結
果 

 

 

 

 

 

実際に図書館で質問を受けた 

事例を紹介するコーナーです。 

調
べ
方 

二
荒
山
神
社
周
辺
に
あ
っ
た
と
い
う
情
報
か
ら
、
馬
場
町
に
つ
い
て
書
か
れ
た
地
域
資

料
を
探
し
、「
宇
都
宮
招
魂
社
」
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
か
調
べ
ま
し
た
。
す
る
と
、『
広

馬
場
は
宮
の
夢
舞
台
』
Ｐ
24
～
25
に
、「
小
さ
な
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
現
在
の
パ
ル
コ
西

の
一
帯
は
、
か
つ
て
二
荒
山
と
一
帯
の
丘
陵
に
な
っ
て
お
り
、
明
治
五
年
に
招
魂
社
が
建

て
ら
れ
た
」
と
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
明
治
五
年
以
降
に
発
行
さ
れ
た
『
栃
木

県
宇
都
宮
市
全
図
（
大
正
十
五
年
四
月
現
在
）』
で
、「
宇
都
宮
招
魂
社
」
の
場
所
を
確
認

し
ま
し
た
。 

回
答 『

栃
木
県
宇
都
宮
市
全
図（
大
正
十
五
年
四
月
現
在
）』
や
『
大
日
本
職
業
別
明
細
図 

信

用
案
内 

栃
木
県
』
で
「
宇
都
宮
招
魂
社
」
の
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、『
保
存
版 

宇
都
宮
今
昔
写
真
帖
』
Ｐ

に
は
、「
宇
都
宮
招
魂
社
」
の
大
正
時

代
の
写
真
と
、
平
成
二
十
一
年
現
在
の
写
真
の
掲
載
が
あ
り
ま
す
。 

参
考
文
献 

『
広
馬
場
は
宮
の
夢
舞
台
』
藤
田
好
三
／
著
（
し
も
つ
け
の
心
出
版

年
） 

『
栃
木
県
宇
都
宮
市
全
図 

（
大
正
十
五
年
四
月
現
在
）』（

年
） 

『
大
日
本
職
業
別
明
細
図 

信
用
案
内 

栃
木
県
』
古
谷
佐
一
／
著
（
東
京
交
通
社

年
） 

『
保
存
版 
宇
都
宮
今
昔
写
真
帖
』（
郷
土
出
版
社

年
） 

中
央
図
書
館
作
成 

  

フ
ァ
イ
ル 

：
27 

 
 

栃
木
県
護
国
神
社
の
前
身
で
あ
る

「
宇
都
宮
招
魂
社
」
は
、
昭
和
十
五
年

に
二
荒
山
神
社
周
辺
に
あ
っ
た
と
い

う
が
、
そ
の
場
所
が
わ
か
る
地
図
は
あ

る
か
。 

 

「
立
松
和
平
文
庫
」
は
、
立
松
和
平
氏
夫
人

の
美
千
繪
さ
ん
か
ら
ご
寄
贈
頂
い
た
立
松
氏

の
著
作

冊
を
末
永
く
保
存
す
る
と
と
も

に
、
氏
の
業
績
を
記
念
し
て
、
平
成
25
年
８

月
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。各
著
書
１
冊
ず
つ

あ
り
、
そ
の
多
く
が
貴
重
な
初
版
本
で
す
。
こ

の
他
に
も
、
写
真
や
著
者
の
直
筆
で
書
か
れ
た

色
紙
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 
 

寄
贈
さ
れ
た
図
書
は
、
館
内
で
の
閲
覧
の
み

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
立
松
氏
著
書
や
関

連
図
書
は
貸
出
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
こ
の
文
庫
で
使
用
さ
れ
て
い
る
立
派

な
本
棚
は
、
平
成
29
年
２
月
、
県
立
宇
都
宮
工

業
高
校
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に

製
作
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。 

 

南
図
書
館
で
し
か
見
ら
れ
な
い
「
立
松
和
平

文
庫
」、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

∨

特
色
あ
る
サ
ー
ビ
ス∨

立
松
和
平
文
庫 

「立松和平文庫」 

↑文庫の一部 

↑ご本人の直筆色紙 

南
図
書
館
：「
立
松
和
平
文
庫
」 

 

南
図
書
館
に
は
、
宇
都
宮
市
出
身
の
作
家
で
あ
る
、
立
松
和
平
氏
の
本

を
集
め
た
「
立
松
和
平
文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。 

 



                     

           

    

                                  
 

  

                             

平成２６年度リサイクル市開催予定 

館報としょかん 第２２１号  

 

ホームページ  http://www.lib-utsunomiya.jp/  

（編集発行） 

中央図書館  明保野町７番５７号 〒320－0845 ℡028－636－0231 

東図書館  中今泉３丁目５番１号 〒321－0968 ℡028－638－5614 

南図書館  雀宮町５６番地１   〒321－0121 ℡028－653－7609 

上河内図書館  中里町１８２番地１ 〒321－0414 ℡028－674－1123 

河内図書館  中岡本町３３９７番地 〒329－1105 ℡028－673－6782 

 

◆
編
集
後
記 

 

今
年
の
夏
は
、
例
年
よ
り
長
く
、 

暑
く
感
じ
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
は
、

図
書
館
で
暑
さ
を
忘
れ
、
読
書
す
る

の
が
、
贅
沢
な
過
ご
し
方
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。 

２
ペ
ー
ジ
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
正

解
は
「(

ア)

く
ま
」
で
し
た
。
絵
本
も

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
南
） 

 

し
せ
つ
め
ぐ
り 

第
９
回 
宇
都
宮
駐
屯
地
防
衛
資
料
館 

ＤＡＴＡ 

宇都宮駐屯地防衛資料館 

■所 在 地 〒321-0145 

宇都宮市茂原1-5-45 

■連 絡 先 028-653-1551 

■休 館 日 年末年始(12月28日～1月4日) 

        館内整備日 

■開館時間 平日午前8時30分～午後4時30分 

      休日午前9時～午後4時 

■ホームページ 

http://www.mod.go.jp/gsdf/utunomiya 

/utsunomiyahp/siryoukann.html 

防
衛
資
料
館
は
、
陸
上
自
衛
隊
宇
都
宮
駐
屯
地

に
あ
り
ま
す
。
自
衛
隊
協
力
者
や
県
内
有
志
の
献

身
的
な
努
力
と
、
建
設
趣
旨
に
賛
同
戴
い
た
多
く

の
人
た
ち
の
浄
財
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
昭
和
61

年
4
月
に
開
館
、
一
般
公
開
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
資
料
館
の
前
身
は
、
終
戦
ま
で
宇
都
宮
市

に
所
在
し
て
い
た
第
14
師
団
の
将
校
集
会
所
「
偕

行
社
」
の
貴
賓
室
で
し
た
。
昭
和
46
年
、
当
時
の

県
知
事
横
川
信
夫
氏
の
厚
意
に
よ
り
、
こ
の
建
物

が
宇
都
宮
駐
屯
地
内
に
移
設
さ
れ
、「
宇
都
宮
郷

土
館
」
と
し
て
長
年
県
民
に
親
し
ま
れ
ま
し
た

が
、
老
朽
化
に
よ
り
貴
重
な
資
料
の
展
示
・
保
管

が
困
難
と
な
り
、
新
し
く
防
衛
資
料
館
が
建
設
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

■
展
示
室 

 
資
料
館
の
中
に
は

㎡
の
展
示
室
が
あ
り
、

約

点
の
資
料
が
5
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

①
自
衛
隊
コ
ー
ナ
ー 

 

現
在
の
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た

パ
ネ
ル
や
、
装
備
品
な
ど
を
展
示
。 

②
第
14
師
団
コ
ー
ナ
ー 

明
治
41
年
（

年
）
に
宇
都
宮
に
配
置
さ

れ
た
師
団
に
関
す
る
資
料
や
兵
士
の
遺
品
な
ど

数
多
く
の
戦
時
品
を
展
示
。 

③
武
器
・
勲
章
コ
ー
ナ
ー 

自
衛
隊
・
旧
陸
軍
・
海
外
で
使
用
さ
れ
た
武

器
や
、
大
山
元
帥
が
受
賞
さ
れ
た
国
内
外
か
ら

の
勲
章
を
展
示
。 

④
大
山
元
帥
コ
ー
ナ
ー 

日
露
戦
争
で
満
州
軍
総
司
令
官
と
し
て
指
揮

を
執
っ
た
大
山
元
帥
の
日
用
品
な
ど
数
多
く
の

遺
品
と
、ご
子
息
柏
氏
の
遺
品
も
併
せ
て
展
示
。 

⑤
旧
陸
軍
コ
ー
ナ
ー 

第
14
師
団
以
外
の
旧
陸
軍
に
関
連
の
深
い

代
表
的
な
軍
人
の
遺
品
な
ど
を
紹
介
。 

■
装
備
品
展
示 

 

屋
外
に
は
、
38
式
野
砲
・

榴
弾
砲
・

榴
弾
砲
や
、
60
式
装
甲
車
・
61
式
戦
車
・
88

式
地
対
艦
誘
導
弾
発
射
機
の
他
、
Ｕ
Ｈ
‐
１
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

お話を伺った広報室

長の横山さん。 

南図書館のマスコッ

トキャラクターみな

みちゃんと一緒に記

念撮影しました。 

 61式戦車→ 

↑ 資料館の前には155ｍｍ榴弾砲が 

  展示されています。 

■
職
員
か
ら
一
言 

 

防
衛
専
門
の
資
料
館
と
し
て
、
約

点
の
品
々
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。毎
年
４
月
上
旬
に
は
桜
が
と
て

も
美
し
く
咲
き
ほ
こ
る
中
、盛
大
に
駐
屯
地
記
念
祭
が

行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
お
越
し
下
さ
い
。 

 

 

駐屯地マスコット

キャラクター

「宇駐人
うちゅうじん

」くん 

 


